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　今から139年前の1887年、北海道から東京
への帰路、この盛岡の地に立ち寄った宣教師
夫妻がいました。E.R.ミラーとM.E.キダー、
この二人が盛岡の自然と人々に出会い、感銘
を受けたことに端を発して、二人と日本人牧
師三浦徹が盛岡に派遣されることが決定した
ところから、下ノ橋教会の歴史が始まって行
きます。
　下ノ橋教会は1887年２月10日を創立記念日
としていますが、先の３人の盛岡着任に先立
ち、林竹太郎という神学校を卒業したての若
い伝道師が盛岡に派遣されます。現在の名古
屋出身の林は教会の創立者となる３人を助け
た後、1890年には盛岡を離れ、北海道の教会
の牧師として転任します。そして1891年、
7,273人もの死者を出した濃尾地震が発生し
た際、林は自身の故郷で被災により親を亡く
した子ども達を北海道に連れ帰り、北海孤児
院と呼ばれる施設を設立しました。施設設立
にあたって、ミラー宣教師は林のことを心配
し、資金援助や貸付金を申し出ます。そして
ミラーによる寄付金が原始となって建てられ
た建物、総二階建ての院舎は後にミロル館と
呼ばれるようになったそうです。この時のミ
ラーの資金援助は1,000円であったとのこと
ですが、当時の貨幣価値から、この支援の大
きさを思わされます。助けを求める声を大き
く発することが出来ない小さな生命、困難の
中で絶望し立ち尽くしてしまうような小さな
存在、その一つ一つに心を向け、寄り添おう

とする業、かつての働きの場で出会った友の
なす業に繋がろうとした、明治期に生きた信
仰者の姿を見る思いがします。
　私たちは出会いを経験しながら生きてい
ます。その出会いの有り様は様々であり、
今日では対面を超えた出会いの機会を得る
ことが出来るようにもなりました。その多
様な出会いをきっかけとして私たちは関係
を築いていくことを続けて行きます。盛岡
いのちの電話も、その歴史を刻む中で多く
の出会いを経験し、互いに繋がり合う中で
働きを続けてきました。時代の状況にはか
つてと違う厳しささえ伴い、苦悩すること
も増えているのかもしれませんが、出会い
を喜び、互いに繋がり合うことを志し続け
ていく時、人が共に生きる道の可能性が示
される、その希望を共有したいと思います。
出会い、繋がり合うそのことの中で豊かさ
を分かち合い、この地にある大切な働きを
共に担い行きたい。教会の歴史を振り返り
ながら考えさせられています。

（日本キリスト教団下ノ橋教会牧師）

下ノ橋教会は、中津川にかかる「下の橋」のたもとで、
130年以上にわたり活動しています。

「出会い、繋がり合う」
盛岡いのちの電話 評議員　松浦 裕介

−1−



　2025年（１月～12月）の対話のあった総受信
件数は11,969件（男性7,541件、女性4,395件、そ
の他33件）で、前年より619件多くなりました。
男女の割合では男性63.0％、女性36.7％、そ
の他0.3％と男性の割合が高くなっています。
　このうち、総受信件数に占める自殺傾向の
ある電話（念慮有、危険、予告等）は1,368件

（男性816件、女性551件、その他１件）で総
受信件数の11.4％（前年10.0％）でした。
　総受信件数に対し、自殺傾向電話の割合
は、男性（10.8％）、女性（12.5％）で、男性は
40代、女性は50代が多い傾向にあります。

　2026年２月８日（日）盛岡市総合福祉センターにて、電
話ボランティア認定証授与式及び顕彰式が行われました。
新たに認定された６名に、智田文徳理事長から認定証が
授与され（写真）会場からは温かい拍手が送られました。
また、ボランティアの会からアルストロメリアの花束が
贈られ、花言葉の「継続」を胸に今後の活動に向けて思
いを新たにしました。
　ボランティア活動顕彰式では、受信時間数に応じた被顕
彰者が紹介され、受彰者代表１名には智田文徳理事長から
受信記録カードと記念品が授与されました。
　受彰者代表は、「今までの皆様の支えを忘れず、今後も
健康に留意しながら活動を『継続』できるよう頑張ってい
きたい」との言葉に拍手が送られました。

　相談内容別では（件数はグラフをご覧下さい）
　男女ともに「人生」の相談（相談件数の
25.8％）が多く、次いで「精神」や「家族」
の相談が多くなっています。
　年代別では、50代が最も多く3,083件、次い
で40代2,991件、60代1,810件、30代1,625件の
順となり、中高年世代が多い傾向にあります。
　これらの分類は、全国各地の電話センター
と共通の方式で統計したものです。
　また、この統計の中には、毎月10日に受信
している「自殺予防いのちの電話」の受信件
数も含まれています。

2025年電話受信件数は、11,969件 内自殺傾向1,368件
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認定証授与式の様子

新たなスタートを祝して
第35回認定証授与式及び顕彰式開催
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　盛岡いのちの電話後援会主催のチャリティー
コンサートが、2025年12月20日（土）、盛岡市
民文化ホール（マリオス）大ホールにて開催さ
れました。当日は659名の皆様に
ご来場いただき、クリスマスソ
ングやコンクールの報告演奏な
ど、会場いっぱいに響く歌声に
心癒されるひとときとなりました。
　チャリティーコンサートの収
益金876,088円は後援会から盛
岡いのちの電話へ活動資金とし
て寄付されました。
　ご来場いただいた皆さま、ご

いのちの電話では、３月の自殺対策強化
月間に合わせて、全国50カ所のいのちの
電話が協力して168時間連続の「自殺予
防いのちの電話」を実施します。

【実施期間】
2026年３月10日（火）８：00～
３月17日（火）８：00までの７日間

　盛岡いのちの電話の活動にご理解をいただい
ている企業様・商店様などのご協力のもと岩手
県内約40ケ所に募金
箱を設置しています。
　かわいい募金箱に
足を止めて募金にご
協力くださる方々も多
く、温かいお気持ち
に感謝しております。
皆様からお寄せいた
だいた善意の募金は、
当法人の活動のため
に大切に活用させて
いただいています。

協力くださった出演者・関係者の皆様に心よ
り感謝申し上げます。今後も活動へのご理解
とご支援をよろしくお願いいたします。

こころに響くひとときこころに響くひととき
岩手県立南昌みらい高等学校音楽部岩手県立南昌みらい高等学校音楽部

～チャリティーコンサートを開催しました～～チャリティーコンサートを開催しました～

岩手県立南昌みらい高等学校音楽部のみなさん

盛岡駅前通の坂本酒店様にて。
カウンターでお客様を
お出迎えしています

盛岡いのちの電話募金箱
活躍中！!

ボランティアの認定を受けて
S・K　

　途中でも無理だと思ったらやめてもいい。
自分にあまり重しをかけずに始めた養成講座
でした。もちろん誰かの役に立ちたいという
思いもありましたが、それよりも、自分が成
長できるのではないか、と思ったことがきっ

かけでもありました。
　この度ボランティアの認定を受け、電話を
受ける活動に参加させていただくこととなり
ました。あまり無理をせず、でも事務局の方
を始め諸先輩方にお力添えをいただきながら
自分ができる精一杯の活動に取り組んでいこ
うと思っています。どうぞよろしくお願いい
たします。
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　下記の方々から社会福祉法人盛岡いのちの電話へ温かいご支援をいただきました。心から感謝しご報告
申し上げます。

ご援助ありがとうございます 2025.11.1～2026.1.31
（敬称略、順不同）

【個人】
11月　泉山　雅子　 小野　　佳　 佐藤　正恵　 佐野　勝俊　 髙橋　真裕　 土田公美子　 古川　寿恵
　　　望月　善次　 浅沼　　浩　 織田　信男　 佐藤　克也　 林下美代子　 米谷易寿子　 吉水　香教
　　　加藤　義男　 高橋　一彰　 中田　勇司　 匿名３名
12月　秋山　顯一　 石木　幹人　 石橋　キミ　 伊藤　紀子　 内村　　博　 太田　和子　 小笠原味佐枝
　　　小野　　佳　 大和田剛史　 兼為美佳子　 加藤　　温　 上和野広美　 菊池　昭子　 北田　玲子
　　　工藤　ミヤ　 工藤　洋子　 工藤　隆一　 後藤トキエ　 小峰　清子　 斎藤　徳美　 坂本　　修
　　　佐々木史昭　 澤口ふさ子　 島田　牧子　 新村　淑子　 菅原　惠子　 菅　　サチ　 鈴木　長幸
　　　外川ミサ子　 高橋　祐子　 武田　　勤　 田中　広江　 谷藤　敬子　 田野崎真珠　 千葉　祐嗣
　　　百々格・直子　 中谷　敬明　 名郷根昌弘　 新沼　孝純　 西澤　恵子　 西舘　政美　 沼川　光政
　　　沼田　純子　 根田　牧子　 野澤　明子　 箱崎　清郎　 長谷川美智子　 畠山　修一　 畠山　美和
　　　平井興太郎　 平川　眞人　 藤澤　　昇　 藤村　文昭　 細江　達郎　 堀　　　恒　 松本　静毅
　　　松本　利巧　 三田地智子　 南　　鐵男　 三船　武子　 宮崎　孝志　 宮本ともみ　 村上　頼子
　　　村松　敦子　 山口　千鶴　 吉田　長美　 吉田　立史　 吉田　正信　 高橋　一彰　 中田　勇司
　　　熱海　牧子　 石川千惠子　 岩浅　武雄　 右京　昌久　 佐藤　晶子　 清水　弘子　 関根　伊作
　　　高橋　敬子　 髙橋　宏弥　 武内　公子　 立花　恭子　 智田　文徳　 千葉正一郎　 長岡美代子
　　　中村　慶彦　 能登　優子　 藤井　律子　 矢羽々しづ子　 山口　　浩　 阿部　有幾　 浅沼　康揮
　　　小島美穂子　 小山　康文　 齋藤　一枝　 佐々木和彦　 佐々木カナ子　 鈴木　　仁　 鈴木　光子
　　　高橋　博子　 谷藤　宮古　 新田　良雄　 早川芙美子　 向山　弓子　 川村八栄子　 三木　典子
　　　三木　治夫　 匿名11名
１月　佐藤　公江　 十文字悦子　 髙橋　淳子　 平山　健一　 藤澤　克典　 菊池美野舞　 幕田　京子
　　　阿部　光孝　 藤原　令子　 高橋　一彰　 中田　勇司　 匿名３名
【法人】
11月　㈱わしの尾　 盛岡いのちの電話後援会
12月　㈲いとう仙　 ㈱岩電　 岩手アルファ会　 ㈱岩手金属工業会館　 岩手県中小企業団体中央会
　　　岩手地所㈱　 臼井循環器呼吸器内科　 ㈱エヌテイーコンサルタント
　 　 大沢会計アンド人事コンサルタンツ　 ㈱カガヤ不動産　 ㈱川徳　 亀峯山 長泉寺　 共立医科器械㈱
　　　㈱久慈設計　 ㈱駒木葬祭　 ㈱佐々木電機本店　 さくら税理士法人　 ㈱ジー・アイ・ピー
　　　下ノ橋教会婦人会　 ㈱ベルジョイス　 ㈲セーコー印刷　 ㈱西部開発農産　 仙北町幼稚園
　　　（宗）専立寺　 ㈱千田精密工業　（社医）智徳会未来の風せいわ病院　 東邦スワン㈱　 徳清倉庫㈱
　　　㈱トヨタレンタリース岩手　 ㈱長島製作所　 宗教法人日本基督教団日詰教会
　 　（医）緑生会 西島こどもクリニック　 ㈱HAUS　 ㈱浜千鳥　 ㈱平金商店　 ㈱ふじさわエヴァホール
　　　平和台病院　 ㈱みかみ不動産　 ㈱三ツ星商会　 宮古山口病院　 ㈱メガネの水晶堂
　　　盛岡駅前おおば脳神経内科クリニック　 ㈱盛岡駅前ビル　 盛岡大学・盛岡大学短期大学部・学生教職員一同
　　　（医）やまだ胃腸内科クリニック　 ㈱山田酒店　 いわぎん事業創造キャピタル㈱　 岩手トヨペット㈱
　　　㈱岩手日報広告社　 ㈱岩手めんこいテレビ　 学校法人 龍澤学館　 盛岡タ－ミナルビル㈱
　　　盛岡ゾンタクラブ　 盛岡いのちの電話後援会
１月　岩手キリスト教学園認定こども園ひかりの子　 奥中山教会　 ㈱事務機商事　 日本基督教団北上教会
　　　松園教会　 ㈱IBC岩手放送　 ㈱岩手日報社　 盛岡いのちの電話後援会

　�　お名前の誤り、記載もれ等ございましたらお手数をおかけしますが、事務局までご一報をお願いいた
します。また、匿名をご希望される方も、事務局までお知らせくださいますようお願いいたします。

　１月末の寄付金累計額は5,611,832円、今年度予算額8,000,000円の70.1％となりました。	 	 	
		

http://syncable.biz/associate/mind
郵便局や銀行に出向く手間も省けますのでご利用ください。

振込先：社会福祉法人盛岡いのちの電話　　★郵便振替　02360−8−22113　　★岩手銀行本店（普）0749493
　　　　（「社会福祉法人盛岡いのちの電話」へのご寄附には税制上の優遇措置（寄付金控除）が受けられます。）

クレジット決済の寄附も
受け付けております

（QRコードまたはURLにアクセスしてください）
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